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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国経済の減速や米国新政権の今後の政策への懸

念など、先行きは依然として不透明感はあるものの、企業収益や雇用環境に改善がみられ緩やかな回復

基調を持続しております。 

当社グループが属するＩＴ業界は、ＥＣ市場及びインターネット広告市場の拡大を背景としたネット

通販サイトの構築需要やインターネット広告需要が拡大しております。また、クラウドサービス市場の

拡大を背景としたクラウドサービス需要が拡大するなど、企業のＩＴ投資は順調に推移いたしました。 

このような状況の中で、当社グループはＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎｇ」を活用したＥ

Ｃソリューション事業の業績拡大に注力したことに加え、当社独自のサービスである「ＳＣクラウド」

の拡大に注力してまいりました。 

また、連結子会社である株式会社エイトレッドが、平成28年12月22日に東京証券取引所マザーズ市場

へ上場いたしました。 

これらの結果、売上高は97億67百万円（前年同期比13.0％増）、営業利益は11億17百万円（同21.8％増）、

経常利益は11億78百万円（同14.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は７億52百万円（同4.4％

増）となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する説明 

（資産の変動について） 

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は115億83百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億10百万

円の増加となりました。これは、主に受取手形及び売掛金が５億83百万円減少したものの、現金及び預

金が11億98百万円、未成業務支出金が１億57百万円増加したこと等によるものであります。 

（負債の変動について） 

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は33億24百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億65百万

円の減少となりました。これは、主に賞与引当金が１億16百万円減少したこと等によるものであります。 

（純資産の変動について） 

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は82億59百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億75百

万円の増加となりました。これは、主に資本剰余金が２億73百万円、利益剰余金が３億61百万円、非支

配株主持分が２億68百万円増加したこと等によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成29年３月期の業績は、計画どおりに推移しており、平成28年５月９日に発表した業績予想から変

更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

     該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

   会計方針の変更 

   （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」

（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日

以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

これによる損益に与える影響は、軽微であります。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

   該当事項はありません。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、平成28年12月22日付けで連結子会社である株式会社エイトレッドの東京証券取引所マザー

ズ市場への上場に伴い、同社株式一部を売却いたしました。また、同社の有償一般募集により募集株

式の発行を行った結果、当第３四半期累計期間において、資本剰余金が273,675千円増加しております。 

そのほか、平成28年５月25日、平成28年８月17日及び平成28年９月１日開催の取締役会決議により、

会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づき、自己株式の取

得を実施し、当第３四半期連結累計期間において自己株式が252,505千円増加しており、ストック・オ

プションの行使による自己株式の処分に伴い、当第３四半期連結累計期間において自己株式が249,430

千円減少しております。 

これらの結果、当第３四半期連結会計期間末において資本剰余金が1,158,019千円、自己株式が

114,788千円となっております。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】  

     前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

      (単位：千円) 

 報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 

ＥＣソリュー

ション事業 

システムイ

ンテグレー

ション事業 

物品販売 

事業 

売上高       

外部顧客への売上高 4,197,802 1,825,865 2,621,831 8,645,499 ― 8,645,499 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
5,230 31,795 108,521 145,546 △145,546 ― 

計 4,203,032 1,857,660 2,730,353 8,791,046 △145,546 8,645,499 

セグメント利益 997,889 470,538 21,596 1,490,024 △459,635 1,030,389 

（注） １ セグメント利益の調整額△459,635千円は、セグメント間取引68,588千円、その他調整額△52,758千円、

各報告セグメントに配分していない全社費用△475,465千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 
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当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  (単位：千円) 

 報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 

ＥＣソリュー

ション事業 

システムイ

ンテグレー

ション事業 

物品販売 

事業 

売上高       

外部顧客への売上高 4,574,029 2,369,409 2,824,198 9,767,637 ― 9,767,637 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
9,829 67,280 134,828 211,937 △211,937 ― 

計 4,583,858 2,436,690 2,959,027 9,979,575 △211,937 9,767,637 

セグメント利益 975,489 675,206 49,799 1,700,496 △521,609 1,178,886 

（注） １ セグメント利益の調整額△521,609千円は、セグメント間取引53,083千円、その他調整額△88,332千円、

各報告セグメントに配分していない全社費用△486,360千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

    ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

     該当事項はありません。 

 

（重要な後発事象） 

 該当事項はありません。 
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